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会議の概要(議事録) 

会議の名称 
（番号） 

1-31 
令和 6 年度第２回すみだ食育推進会議 

開 催 日 時  令和７年２月１８日(火)午後 1 時 3 0 分から午後 3 時まで 

開 催 場 所 すみだ保健子育て総合センター３階 ３０５会議室 

出 席 者 

（敬称略） 

【委   員】秋田昌子、原寛道、米倉れい子、羽原隆、大久保勝久、大西雅之、

田口武司、平田慎吾、本多秀行、河上俊郎、前田恵子、 

須藤浩司(保健衛生担当次長) 

【事 務 局】健康推進課長、健康推進課地域保健担当主査、主事、栄養士 

会議の公開 

（ 傍 聴 ） 

公開(傍聴できる) 部分公開(部分傍聴できる） 

会議録の公開 

傍聴者数 なし 

議 題 

1 保健衛生担当次長 あいさつ 

2 報告 

 ( 1 )区・すみだ食育 good ネットの食育推進事業 

( 2 )すみだ食育フェス２０２４「食育で みんながつくる 笑顔の環（わ）」 

( 3 )こども商店街事業 

( 4 )中学３年生の「農業・漁業体験」に関するアンケート調査 

( 5 )災害時食支援ネットワーク検討会 

( 6 )墨田区食育推進計画評価検討会議 

( 7 )「定性的な評価」のワークショップ 

( 8 )芽室町との食を通じた交流事業（特別区全国連携プロジェクト） 

３ 議事 

( 1 )令和７年度 食育推進事業（予定） 

( 2 )令和７年度 墨田区食育推進計画評価検討会議（案） 

( 3 )令和７年度 災害時食支援ネットワーク検討会（案） 

４ その他(情報交換など) 

配 付 資 料 

＜配布資料＞ 

資料１   令和６年度 すみだ食育推進会議委員名簿 

資料２   令和６年度 食育推進事業の実施実績 

資料３   すみだ食育フェス２０２４「食育で みんながつくる 笑顔の環」実施報告書 

資料 4   こども商店街について 

資料５-① 中学３年生の「農業・漁業体験」に関するアンケート調査【報告】（概要） 

資料５-② 中学３年生の「農業体験」・「漁業体験」に関するアンケート調査 結果報告 

資料６   令和６年度 災害時食支援ネットワーク検討会の報告  

資料７   墨田区食育推進計画における「定性的な評価」の検討について（報告） 

資料８   芽室町との食を通じた交流事業（特別区全国連携プロジェクト）について（報告）  

資料９   令和７年度 食育関連事業（予定） 

資料１０  令和７年度 墨田区食育推進計画評価検討会議（案） 
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資料１１  令和７年度 災害時食支援ネットワーク検討会の概要（案） 

資料１２  ご意見・ご質問シート 

【参考資料】 区報７月１日号 

        「食育の芽」第２０号 

会 議 録 
１． 開会 

◇事務局 

それでは、平田委員とオンラインで参加の本多委員がまだお見えになられておりませんが、定 

刻となりましたので、ただいまから、令和６年度「第２回すみた食育推進会議を開催させていた

だきます。本日、司会を務めます、墨田区健康推進課の伊藤でございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

本日は、お忙しい中、お集まりいただき、ありがとうございます。 

この「すみだ食育推進会議」につきましては、墨田区食育推進計画の理念を踏まえて、墨田 

区の食育を総合的に推進するために、区長の附属機関として条例により設置しております。 

また、この会議は、区の「審議会等の会議の公開に関する基準」に基づき、会議の公開及

び議事録の公表を行うことになっております。本日は、傍聴者はいらっしゃらないことをご報告申

し上げます。 それでは初めに、保健衛生担当次長の須藤よりご挨拶申し上げます。 

◇須藤次長  

皆様、こんにちは。保健衛生担当次長の須藤でございます。 

本日は、お忙しい中、ご出席をいただき、ありがとうございます。皆様には日頃から、区の食育

事業に御理解・御協力を賜りまして、厚く御礼申し上げます。 

本日の会議でも、今年度の食育事業について皆様にご報告をさせていただくとともに、来年

度に取り組む予定の事業についてご説明をさせていただき、委員の皆様から忌憚のないご意見

とご審議をいただきたいと思っております。どうぞ、よろしくお願いします。 

◇事務局 

ありがとうございます。続きまして、佐伯委員と高橋委員は本日ご都合により欠席です。欠席

の委員のうち、ご意見を頂戴している委員については、該当箇所にて事務局にて代読させてい

ただきます。また、羽原委員は、診療時間の関係で、午後２時３０分頃までのご出席と伺っ

ております。羽原委員につきましては、議事の途中でも結構ですので、お時間になりましたらご

退席ください。 

続きまして、配布資料について、事務局から説明いたします。 

－次第に基づき、配布資料の確認－ 

本多委員、音声は聞こえておりますでしょうか。ありがとうございます。 

 

２． 報告 

事務局より、資料２～8 に基づき説明 

(１) 区・すみだ食育 good ネットの食育推進事業 

(２) すみだ食育フェス２０２４「食育で みんながつくる 笑顔の環（わ）」 

(３) こども商店街事業 

(４) 中学３年生の「農業・漁業体験」に関するアンケート調査 
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(５) 災害時食支援ネットワーク検討会 

(６) 墨田区食育推進計画評価検討会議 

(７) 「定性的な評価」のワークショップ 

(８) 芽室町との食を通じた交流事業（特別区全国連携プロジェクト） 

  ※報告を受けて、各委員よりご意見、ご感想をお伺いした。 

 

３． 議事 

事務局より資料 9～11 に基づき説明 

(１) 令和７年度食育推進事業について 

※ここで委員長による採決の結果、過半数以上の賛成をもって承認された。 

(２) 令和７年度墨田区食育推進計画評価検討会議（案）について 

※ここで委員長による採決の結果、過半数以上の賛成をもって承認された。 

(３) 令和７年度災害時食支援ネットワーク検討会（案）について 

※ここで委員長による採決の結果、過半数以上の賛成をもって承認された。 

 

一一一一以下、意見交換の概要一一一一 

◇事務局 

それでは、報告及び議事に入らせていただきます。ここからの進行は、秋田委員長にお願い

いたします。 

□秋田委員長 

ここからの進行を務めさせていただきます。秋田と申します。本日もよろしくお願いいたします。 

皆様にご協力いただき、議事を進行してまいりたいと思います。 

なお、本会議は「委員の過半数の出席において開催」となり、議事承認については「出席委

員の過半数」の賛成をもって承認となります。本日は委員の過半数のご出席をいただいておりま

す。１４名中１２名のご出席ということでございますので、進めさせていただきます。 

それでは、まず、事務局から報告していただき、その後、委員の皆様のご質疑・ご意見をお願

いしたいと思います。 

次第２の（１）「区・すみだ食育 good ネットの食育推進事業」、（２）「すみだ食育フェ

ス２０２４」、（３）こども商店街事業、（４）「中学３年生の農業・漁業体験に関するア

ンケート調査」について、以上４点についてまとめて報告していただき、委員の皆様からのご質

疑・ご意見をお伺いしたいと思います。 

それでは、事務局から報告をお願いいたします。 

◇事務局 

健康推進課の田中です。 

それでは、報告（１）区・すみだ食育 good ネットの食育推進事業について、資料２をご

覧ください。１月までの実績と２月以降の予定となっております。予定については、今後変更と

なる可能性がございますので、来年度の最初の会議で改めてご報告させていただきます。また、

本日、お時間に限りもございますので、この後個別にご報告いたします事業については除かせて

いただき、主だった部分のみご報告させていただきます。 
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まず、区の実績になります。表表紙をめくっていただき、１枚目、６月１、２日をご覧くださ

い。大阪で開催された第１９回食育推進全国大会に、初めて「墨田区、すみだ食育 good

ネット、北海道芽室町」の３者合同でブースの出展をいたしました。ブース内には、展示だけで

はなく、テーブルとイスを設置し、来場者と語りあえる場も設置いたしました。続きまして２枚目、

１１月２１日をご覧ください。子育て支援総合センターで行っております、子育て支援員研修

にて、食育推進リーダー６期生の方が、こちらの研修の中ですみだの食育について情報提供を

行いました。 

続きまして good ネットの実績になります。３枚目の４月２２日から始まり、５月、6 月、

11 月、１２月と、長い間に渡りまして、特別区全国連携プロジェクト関連事業「野菜を育てて

みよう！」を児童館や芽室町の生産者とともに実施いたしました。また、２月２２日には、牧場

オンラインツアーを実施予定とのことです。 

なお、先ほどもお伝えしました通り、２月以降の事業については、未実施となりますので、実

績のところを空欄とさせていただいております。次年度の会議にて改めてご報告させていただきま

す。 

次に、報告の（２）「すみだ食育フェス２０２４『食育で みんながつくる 笑顔の環』につ

いて、資料３をご覧ください。 

内容としましては、区役所での展示・体験以外にも、講演会や地域イベントを実施いたしま

した。来場者数は、資料３の２実施概要の（３）に記載があります通り、トータルで 

２，１４２人と昨年度から約４００人増加しました。展示・体験の参加団体・テーマは本

資料の裏面の通りになります。配布物のみの団体も合わせると３６団体に出展いただきまし

た。展示・体験コーナーについては、来場者にアンケートを取らせていただきましたが、 約８割の

方から、「とても満足」もしくは「やや満足」とご回答いただきました。墨田区のことが知れて良かっ

た、色々な取組を知ることが出来た、防災や歯の健康という視点から食を視ることも勉強になっ

たなど、たくさんのご意見やご感想をいただきました。２枚目にあります、講演会・講習会では、

今年度初めて、株式会社セブン-イレブン・ジャパンの方による講演会が実施されました。また、

すみだ食育 good ネット、公益社団法人東京都向島歯科医師会、北海道芽室町の３者主

催による、「子ども（乳幼児期、学童期）の食べる機能といざ！という時の対応について」の講

演会では、乳幼児期を対象にした内容も含んでいたため、子ども連れや、ご夫婦で参加される

方もいらっしゃいました。各イベント等については、後程、資料をご覧いただければと思います。 

続きまして、（３）こども商店街事業について、資料４をご覧ください。 

今年度実施予定でした「こども商店街事業」については、コロナ禍での中止や変更を余儀な

くされた期間が５類移行後に終わったこともあり、今年度改めて児童館等関係者で検討した

結果、目的の共有や合意形成を含めて改めて検討することといたしました。現在、実施方法に

ついては、目的を全員で共有したうえで、販売と PR 動画のどちらかで実施をする。また、実施

時期については、ここ２年は年度末の１月から３月に実施しておりましたが、来年度は６月の

食育月間中での開催を予定しております。 

最後に、（４）中学３年生の「農業・漁業体験」に関するアンケート調査について、資料

５-①及び５-②をご覧ください。 

この調査は、墨田区食育推進計画において、「学校の体験以外で農業・漁業体験をした
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中学生の割合」を「定量的な評価」指標と設定しており、毎年中学 3 年生を対象に実施して

いるものになります。昨年の秋に実施し、結果がまとまりましたので、簡単にご報告させていただ

きます。 

右半分のグラフ部分をご覧ください。学校の活動以外でも農業・漁業体験をした生徒の割

合は、農業５４．２%、漁業で４２．７%となっており、令和 5 年度と比べて両者とも微増

という結果となりました。ただし、学校でしか体験をしない生徒が農業・漁業とも２０%を占めて

おり、学校での授業や体験が大きく影響をしていることには変わりありません。 

 また、資料５-②のような形で、アンケ-ト項目のクロス集計等も行い、考察を入れております。

いくつか抜粋させて紹介いたします。まず、２ページ目の一番下、農業の参加したい体験内容

につきまして、こちらは栽培の過程への参加意向が２年連続低くなっています。逆に、収穫だけ

したいという方は、微増ではありますが、２年連続増加の傾向にあります。また、自由記載欄で

は、食や生産者への感謝等だけではなく、将来は漁師になろうと思いました、というコメントもあ

り、体験が子どもたちへ様々な影響を与えていることがうかがえました。また、将来漁師になろうと

思ったお子さんにつきましては、学校だけではなく、家庭でも体験したお子さんのアンケート結果

になっております。事務局からは以上になります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。それでは事務局からの報告を受けて、委員の皆様、ご意見、ご感想 

等をお伺いしたいと思いますが、どなたか、ご意見、ご感想でご発言がありましたらお願いいたしま

す。 

◆河上委員 

一点だけよろしいでしょうか。資料２について、ものすごく量がありますよね。区から見た事業

実績と、すみだ食育 good ネットからみた事業実績で被っているのがあります。以前は一覧にし

て、そこに区とすみだ食育 good ネットの縦軸が入るのですよね。一つの横軸に対して区が主体

的にやっている、すみだ食育 good ネットが参加しているとか、そういう立体的な分けをしていた

のですよね。その方が分かりやすいと思うのですが、これは区の事業をはっきりさせなければならな

いので、そのようなまとめ方でこのようにされたのだと思うのですが。私はこのまとめた方法でもいい

と思うのですが、できれば２つに分けたものを合体して、区が主体で、すみだ食育 good ネットが

どのような形で関わって参加して、協力しているのか、その一覧が分かるようにした方が、私たちと

しては非常に良いなと思います。ただ、区としてまとめる時には、区の事業、区の関わりとすみだ

食育 good ネットの関わりを分けるというのは当然だと思います、これだけ多くなると分ける方が

いいのですが、何となく見ていてもわかりづらいです。両方、項目が被っていて、両方見ているとぐ

ちゃぐちゃになってしまって、どのようにこれをまとめれば良いのかと非常に悩みました。その辺はい

かがでしょうか。 

◇須藤委員 

貴重なご意見をありがとうございます。河上委員のご指摘の通りでして、だんだん項目、活動

が増えておりまして、今後体裁をどうするかというのを区の中で議論しまして、去年まで同じだった

のですが、今年は分けてみようかということでこのような形にさせていただいたのですが、河上委員

のおっしゃる通りで、どちらが見やすいかだとは思うのですが、ご意見を踏まえて検討したいと思い

ます。今後も見やすさを改善していきたいと思います。 
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□秋田委員 

貴重なご意見をいただきました。この実績の表し方について、どのように表していったらよろしい

かということで、これまでの表し方、そして事業も増えてきたというところで、若干、すみだ食育

good ネットと区の表現の仕方の違いと申しますと、区は事業を施策として進められて行かれま

すが、それを民として実行する、動かしていくときは細かな対応がありますので、そこを詳細に記

載させていただいてワンセットというところではあるのですが、その見え方については、もう一工夫必

要ということで、ご意見をいただきましたので、事務局の方でも今後ともよろしくお願いしたいと思

います。 

その他にご意見、ご質問等はございますでしょうか。 

◆田口委員 

中学３年生の農業体験なのですが、３ページ目あたりの先ほどの説明で、収穫のみに参加

したいという子が多いとありましたが、これはある意味やむを得ないことで、私も地域でジャガイモ

栽培をしていますが、植える時と収穫の時はたくさん来るのですが、その間に芽かきだとか、雑草

取り、水やりにはほとんど来ないです。これは自分でもやっていてわかるのですが、植える時と収

穫の時は目に見えてわかりますが、雑草取りや、暑いときの水やりは面白くないということはわかる

のですが、そういう意味で、だんだんやってくれる子が少なくなっていくのかなと同時に、地域や町

会の中でやろうと思っても場所がなく、そういった点でなかなかできないという状況があります。この

体験の中で、例えば、学校で体験するというのは結構ありますが、それは授業で関連してやって

いるのである意味当然です。例えば、学校と地域とで連携してやるという方法だと、学校の授業

だけではなくなると思います。ある意味では、学校の中には、花壇で栽培をしたり、稲を植えたり

という学校もあるのですが、ある小学校で聞いた話ですが、地域の老人会の方が、学校に来

て、学校で散歩してくれないかという意見があったようで、面白いなと思ったのですが、同じよう

に、農業体験を学校で、地域の老人会の方に来ていただき、じゃがいもを植える、ということをや

っていただけると、増えるのかなというのと同時に、学校と地域と、家庭との連携になると思います

ので、この中だけではなくて、庁内の食育等にもなると思いますので、教育委員会にも働きかけ

て、そういったことを実施していただけると、こどもの農業体験が増えるのではないかと思いました。

以上です。 

□秋田委員長 

ご意見ありがとうございました。今の田口委員のご意見なのですが、食育という中では、実が

なるところだけではなくて、育む過程も含めて食育としての活動を見ていくということと、学校と地

域の連携という視点で、学校は学習指導要領の中で食育はかなり位置づいてきておりますの

で、その教科の教育も含めて、地域との連携を推し進めていただきたいというところでご意見をい

ただいたと思います。ありがとうございました。 

もう一方お伺いしたいのですが、すみだ食育フェスの話がありましたので、本所歯科医師会の

大西委員は当日展示として毎年引き続き展示をしていただいておりますが、ご意見ございました

らお願いいたします。 

◆大西委員 

当日は、私共本所歯科医師会はパネル展示で参加させていただきました。向島歯科医師

会の大久保委員には講演会も実施していただき、いつもおんぶにだっこで申し訳ないのですが、
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参加して思ったのは、世界中で気候変動と高齢化社会が問題になっていると思います。すみだ

の食育って何なのかとよく考えてみたら、先ほど田口委員もおっしゃられたように、高齢者の方を

招いたりすることもあるし、限られたエリアの中でどうやって野菜を育てるかも考えるし、両方とも考

えながら、多くの職業の方が連携してみんなで力を合わせて、アイデアを出し合うのが、すみだの

食育なのかなと思っておりまして、これだけ、来場者数も増えていて、展示も増えているということ

は、皆様がやられていることが実ってきているということだと思いますので、引き続き来年も参加さ

せていただいて、みんなでアイデアを出し合う、多職種が連携する素晴らしい食育をお手伝いさ

せていただければと思いました。以上です。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。すみだの食育推進計画で協創の食育ということで、協働、協創、ネッ

トワークということを目指しておりますけれども、大西委員はそれについてお話をいただいたと思い

ます。引き続き、食育フェスを通して、関係者のネットワークを育んでいただきたいと思います。事

務局よろしくお願いいたします。 

では、続いて、事務局より（５）災害時食支援ネットワーク検討会について、事務局よりお

願いします。 

◇事務局 

それでは、報告（５）災害時食支援ネットワーク検討会について、資料６をご覧ください。

今年度の災害時食支援ネットワーク検討会の報告になります。区では、食育推進計画の 3 つ

のリ-ディングプロジェクトの１つとして、乳幼児や高齢者、持病のある方などの災害時に食への

配慮が必要な方の食支援を着実に行うため、「災害時食支援ネットワークの構築」を掲げてお

ります。この検討会では、関係者が集まり、平時から災害時の食支援について検討等をしてお

ります。今年度は８月と１２月の 2 回開催をしており、１回目は、昨年度作成した３種類の

アクションカードのうち、要配慮者班が使用するカードのブラッシュアップを行い、２回目では、２

枚目にあります、食糧物資班が使用するアクションカ-ドのシミュレーションを行いました。シミュレ

ーションをした結果、アクションカードの改善点等もいただいておりますので、次年度の１回目で

は、今回いただいた改善点を基にブラッシュアップしていきたいと考えております。 

 アクションカードのブラッシュアップが終わりましたら、防災課にもご協力いただき、町会や自治

会等でのシミュレーションもいずれ出来ればと思っております。事務局からは以上になります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。それでは、今、令和６年度の災害時食支援ネットワーク検討会のご

報告をいただきました。こちらつきまして、ご意見、ご感想をお伺いしたいと思いますが、何かござ

いますでしょうか。委員の皆様よろしくお願いいたします。 

□秋田委員長 

河上委員は災害時食支援ネットワーク検討会の座長をされておりますが、何かご意見・ご発

言ございましたらお願いいたします。 

■河上委員 

一言だけ、皆様にお礼を兼ねてご報告させていただきます。今年度、令和６年１２月にこの

新しい建物の１階でシミュレーションということでやらせていただきました。これは防災課にもお立

合いいただいたのですが、避難所を想定して、そこに避難してきた方たちから、これを使って、要
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配慮者の食支援を行うという模擬的な訓練、仕様になりました。結果としては、大変まごついた

と。いわゆる、要配慮者のための食糧がそこにあっても、それを運んできて渡すという作業もやって

みましたが、実際には難しいのではないかと、今後は防災課さんにもご協力いただきながら、具

体的に、どこか避難所で、地域の方も加わっていただき、もう少しブラッシュアップを出来ればとい

うことで考えております。ありがとうございました。 

□秋田委員長 

詳しくご説明いただきまして、ありがとうございました。 

他に委員の皆様からございますでしょうか。 

それでは次に進めさせていただきたいと思います。（６）墨田区食育推進計画評価検討

会議、（７）「定性的な評価」のワークショップについて報告をお願いします。 

◇事務局 

報告（６）墨田区食育推進計画評価検討会議と（７）「定性的な評価」のワークショッ

プについて、資料７の墨田区食育推進計画における「定性的な評価」の検討について、をご覧

ください。この２つの事業につきましては、双方関連しているため、まとめて報告させていただきま

す。 

墨田区食育推進計画で設定しております「定性的な評価」について、評価の独自モデルを

作成していくにあたり、その方向性や実施方法等について検討を行なっていくため、「墨田区食

育推進計画評価検討会議」を実施いたしました。なお、第１回すみだ食育推進会議でご指

摘いただきました点につきましては、事務局で検討させていただき、実践の場で対応させていた

だきましたのでこの場を借りて、ご報告させていただきます。次年度につきましては、再考して対

応いたします。開催概要については、１（１）をご覧ください。日時等につきましては、ご覧の

通りになります。なお、開催概要にあります、第３回と第４回の間で、「定性的な評価」のワー

クショップを３回実施しております。 

第１回から第３回の評価検討会議で検討した結果、今年度は、ワークショップを用いて、

定性的な評価の独自モデルの素材となるカテゴリーやワードを抽出し、独自モデルの仮説を作

成することとなりました。その後、「定性的な評価」のワークショップを３回実施いたしました。ワー

クショップでは、今までの実践での事例を取り上げ、そこから事例の取組成果や、その成果がな

ぜ生まれたかについて、意見交換を行い、独自モデルの素材の抽出をいたしました。ワークショッ

プの詳しい内容については、本資料の３ページ目以降をご覧ください。第４回の評価検討会

議では、ワークショップでの結果を踏まえ、事務局で作成した仮説を提示させていただき、評価

検討会議で検討させていただきました。その結果につきましては、２ページ目の④の表になりま

す。表が小さくなってしまったので、別紙として A４サイズで印刷したものを付けさせていただいて

おりますのでそちらをご覧ください。ワークショップで、実践知から生まれたカテゴリーが表の右側に

なります。それを仮説として文章にしたものが表の真ん中の仮説になります。次年度以降は、仮

説をもとに、事例を変え、素材を抽出し、定性的な評価の独自モデルの作成をしていく予定と

なっております。事務局からは以上になります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。こちらの評価検討会議ですけれども、第１回のすみだ食育推進会議

にて、米倉委員、本多委員、本会議の副委員長でいらっしゃいます、原委員には座長をお務
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めいただいてまいりました。こちらを実施された中で、おまとめいただきました原副委員長から、一

言、ご意見、ご感想をお願いしたいと思います。 

■原副委員長 

事務局からご説明があった内容なのですが、非常にさらっと説明があったので、あまり大変さが

伝わらなかったかもしれないですけれども、私も委員をやるということで、関わったという入り口は少

しだったのですが、ここに出ている以外にも、オンラインでのやり取りですとか、どこかで捕まって議

論に巻き込まれるとか、相当、エネルギーを込めてやっているものになっているなと思います。定量

的な評価というのは数字で表されるので、それをもって、今、墨田区の中で食育がどのように進

んでいるかということを推し測って、今後どうしていったらいいかという指標にはなり得ると思うので

すが、定性的な部分というのは非常に難しく、曖昧模糊としていて、もしかしたらそれが形骸化し

てしまうと、全く逆の意味に捉えられてしまったり、目的が手段化してしまうことにもなりかねないの

で、相当丁寧にやってきたような気がします。ワークショップでは、実際にこれまで１０年間関わ

ってこられた方の実践のプロセスを聞いて、その中で何が大事だったのか、それを成り立たせる要

素は何だったのか、その取組を進めていくうえでの大事なポイントを、１０年間の蓄積の中から

それを見つけ出してきて、それで決め込んでおしまいということではなく、ここで仮説（案）とある

ように、これをさらに検証して、検証してやっていくプロセスそのものが成長していく様な、そういうプ

ロトタイプ、指標になっていくのかなという予感がしています。あくまで、墨田区で進めていく内容を

決め込むというよりは、それを成長させていく道しるべになるのではないかなという気がしまして、す

ごく大事なことができたのかなと、スタートができたのではないかという気がしておりまして、事務局

の方もとても大変だったかなと思います。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。定性的な評価というのはなかなか難しくて、事務局も含めて委員の

皆様もかなり議論を重ねて、ここまで一つの形が見えたというところで、これをまだまだこの先、成

長させていくということで来年度、再来年度につなげていくというご報告かと思います。ありがとう

ございました。 

続いて、事務局より（８）芽室町との食を通じた交流事業（特別区全国連携プロジェク

ト）について事務局からご説明いただき、委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。よ

ろしくお願いいたします。 

◇事務局 

報告（８）芽室町との食を通じた交流事業について、資料８をご覧ください。昨年度より

官民協働による自治体間のしくみを構築することが課題となっておりました。そこで、今年度は、

そのしくみづくりや今後の取組に向けて検討、調整を行うため、１１月２８、２９日で北海道

芽室町に訪問いたしました。 

まず、墨田区と芽室町との連絡会につきましては、「食育」を軸ではなく、「食」を基軸にして

進めていくことで双方合意いたしました。しかし、限られた時間での訪問となったため、その場で

決められなかった事項につきましては、引き続き検討してまいりたいと思っております。 

次に、芽室町との学校給食を通じた食育交流事業につきましては、昨年度の芽室町とのワ

ークショップにて生まれた取組アイデアのうち、給食を通じた交流事業を実施していこうということ

で、今年度検討をしてまいりました。予算及び衛生面等の都合上、令和８年１０月以降を
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予定しております。また、食材は常温保存できる野菜が条件になるため、現在はじゃがいもでの

実施を検討しております。 

今後の検討事項としては、生産者の想いや現場についてオンラインでどう伝えていくか、どうや

って墨田の子どもと芽室の子どもをつなげるか、また、訪問した際に、芽室町の皆様からは、実

施前に、関係者の大人たちにも現場を知って欲しいというご意見がありましたので、その機会をど

う創出していくか、という所につきまして、学務課や現場の栄養士とも一緒に検討していきたいと

思っております。事務局からは以上になります。 

□秋田委員長 

ご報告ありがとうございました。それでは委員の皆様から、ご意見、ご感想をお伺いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

１１月２８日、２９日に芽室町を訪問されたということで、その際、すみだ食育 good ネッ

トの代表理事として同行された大久保委員、当日のご感想等、またそこから波及した動きがあ

りましたら、加えてお願いいたします。 

■大久保委員 

今回の訪問は児童館３館と、コミュニティ会館の館長と一緒に伺いました。そこで現場で給

食センターを見学したり、農地を見て、東京ドームの５ヘクタールはこれくらいなんですよ、これを

いくつもみんな持っているんですよ、と現場を見てきまして、具体的に把握していただいたと思いま

す。民・民の打ち合わせも非常に具体的に進んで、話し合いができたと思っております。訪問後

の１２月に、４館職員対象の研修会を行って５年間の取組と、今回の訪問報告を行って、

グループワークを行いました。先ほど河上委員よりご指摘がありましたが、記録が一つの仕事だと

思っているので、しっかりと一つずつ詳細に記録を取ったことをお伝えする、非常に大事だなと思

いました。お聞きになっている方は嫌になってしまうと思いますが、そこを詳しくお話しすることが今

後のためにも必要で、私共も寿命がありますので、いなくなったらおしまいになりますではなく、しっ

かり残してお伝えすることが必要だなと思っております。 

現在、牧場オンラインツアーと野菜を育ててみようというプログラムを、芽室町の関係者と児童

館とコミュニティ会館と協働で取組を行っております。実際にオンライン牧場でどのようなことをやる

のか、実際のえさのにおいをかいでみよう、とか、そのようなことを、オンラインでどのようにやっていた

だくのか、とても楽しみです。実際、すみだのこどもたちはみなさん知らないので、それを見て、どの

ように感じて、どのように思ってくれるかなということを思っております。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。芽室町とは５年間、これで７年目の取組になろうかと思いますが、こ

れからますます、学校給食のことも含めて取組が進んでいくということでご報告をいただきました。 

羽原委員は、この後のご診療のお時間がございますので、ここまでで何かご意見、ご感想等

がありましたらお願いいたします。 

◆羽原委員 

今年も順調に活動が進んで、何よりと思っております。食フェスも盛況だったということなので、

とても安心しております。来年度もこの調子で続くことを祈っております。以上です。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。お時間になりましたらご退席していただければと存じます。 
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◆田口委員 

今、話のあった、芽室町のじゃがいもについてなのですが、児童館では野菜作りとしてやられて

いるようですが、町会、自治会でも、芽室町のじゃがいもを分けてもらえるか、教えていただけま

すでしょうか。ホームセンターでも売っているので良いのですが、芽室町とつながりがあるのですか

ら、栽培用のじゃがいもを分けていただけるかというのを教えていたけたらと思います。 

◇事務局 

野菜を育ててみようについて、区が直接関わっていないため、どのようにじゃがいもを入手して

いるのかわかりかねるため、後ほどすみだ食育 good ネットに確認させていただき、可能であれば

今後、田口委員へつなげていければと思っておりますので、後ほどお伝えさせていただきます。 

□秋田委員長 

後日確認をして、田口委員へご報告するということでよろしいでしょうか。 

それでは、議事に移らせていただきます。ここまで、ご意見、ご感想等いただきましてありがとう

ございました。 

続いて次第の３、議事に入ります。議事につきましては出席委員の過半数の賛成をもって

承認となりますので、皆様のご承認をいただきながら進めてまいりたいと思います。事務局から説

明をしていただき、委員のみなさまの質疑・ご意見をお伺いする流れになります。それでは、議題

（１）令和７年度食育推進事業（予定）について、事務局から説明をお願いします。 

◇事務局 

議事の（１）令和７年度食育推進事業（予定）について、ご説明させていただきます。 

資料９をご覧ください。上から、1、食育推進全国大会について、次年度も参加を予定して

おります。場所は徳島県となります。こちらには、今年度と同様、すみだ食育 good ネットの皆

様と、芽室町の皆様と三者で出展をしたいと考えております。 

２、すみだ食育フェス２０２５について、こちらも６月の食育月間におけるイベントを令和７

年６月１８日から２２日を予定しておりますが、選挙の関係で変更となる可能性があります

ので、予定とさせていただいております。 

３、こども商店街について、先ほどの報告の所でお伝えさせていただきましたが、日程について

は、６月末を予定しております。 

４、墨田区食育推進計画評価検討会議については、こちらも引き続き実施していきたいと

思っております。 

５、「定性的な評価」 素材の抽出・検討について、今年度はワークショップという手法で実

施をいたしましたが、次年度につきましては、改めて検討という所もありますので、素材の抽出・

検討とさせていただいております。実施期間は９月から１１月を予定しております。 

６、すみだ食育推進リーダーの活動支援について、こちらは６期生への情報共有の場の提

供や活動の支援を行っていきたいと思っております。 

７、災害時食支援ネットワークの構築について、こちらも今年度同様２回開催し、災害時

の食支援に関する検討を行ってまいりたいと思います。 

８、中学３年生の農業体験・漁業体験アンケート調査について、１０月から１１月ごろの

こちらは次年度の秋ごろを予定しております。 

９、芽室町との食を通じた交流事業について、報告の通り、引き続きの案件となっております
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ので、次年度も実施に向けた検討をしてまいりたいと思います。 

１０、食育シンポジウムについて、こちらは区が後援している事業となります。令和８年２月

１４日に区内の曳舟文化センターで開催予定となっております。 

１から１０まで、あくまでも現時点での予定としてご理解いただければと思います。事務局か

らは以上になります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。では、まず議事（１）の令和７年度食育推進事業（予定）につ

いてご意見のある方は挙手をお願いいたします。 

食育活動というものは非常に幅広いものではありますけれども、墨田区に一番ないものは一

次産業ということになります。そういった中で今回の予定の中に、これまで継続してやってきた取

組に加えて、特に農業・漁業という言葉ですとか、酪農、牧場という文言が加わってきておりま

す。実際にそういったものを体験した子どもたちが、その先の将来、いろいろと選択肢が広がって

いくという結果も出ておりますので、その点から言いまして、農業、漁業、酪農というところで関わ

る機会を持っていらっしゃる平田委員は、千葉県君津市で「小糸在来」という大豆をご自身で

作られていると伺っておりますので、その観点から、ご意見をお伺いできればと思います。 

■平田委員 

先ほどの芽室町との取組で、大人にも知ってもらいたいという部分と通じるところなのですが、

私自身２０年来産地に通って、３年前から１千坪ほどの土地で大豆を栽培しています。２

０年間通っていると、毎年のように耕作放棄地が増えていきます。昨今、備蓄米の放出ではな

いけれども、数字だけ見ても２０００年の農業人口が２００万人台あったのが、今１００

万人ちょっと、２０３０年には９０万人くらいになるといわれています。そういう状況を見て、自

分も、地元の農家さんと話をして、今はこどもたちの育みを中心にやっているのですが、こどもたち

にきちんとそれを残していけるのかというような懸念があります。今は大人が消費行動、行動変

容をするような食育を考えていかないと、次の世代に残せないのではないかと感じています。こど

もたちの育みと同時に、大人に対する食育、大人に知ってもらいたいということをもっと取り組んで

いったらどうかなと考えています。自分自身も学校給食、病院給食で豆腐を製造しています。昨

今、色々な物価高の末もあって、私は国産の食材使っていないのですが、いくつかのところから、

価格をもう少し安くできませんかというお話もありました。予算もあるので仕方のないことだと思い

ますが、現場の方も日本の農業の現状をあまりご存じないのかなおと感じております。私のところ

に管理栄養士さんも来ているのですが、ほとんど現場を見る機会がないと。言葉だけではなく、

現場、現状を知るということも大事なので、食の現場にいらっしゃる方は、こどもたちと一緒に体

験するようなそんな場を墨田区で作れたらいいのではないかなと感じています。以上です。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。先ほどのお話で言うと、田口委員は墨田区の地域の中で、具体的に

農に関する取組をされていて、平田委員は千葉の小糸在来をきっかけに作物を育てるという取

組をされていると。そういう意味では、これからそういった視点を加えてプログラムを立てていくという

ことが必要になるというご意見、芽室町という北海道の生産地としての１２００％食糧を生産

しているところとつながり、かつ、防災協定を墨田区と結んだというところにもつながってきたというと

ころでは、そういった環境を活かして、年間の食育事業を進めていただければということでご意見
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をいただきました。 

それでは、議事（１）令和７年度食育推進事業の予定につきまして、ご承認いただける

方は挙手をお願いいたします。 

全員挙手ということでご承認をいただきました。 

引き続き、事務局より議事の（２）令和７年度墨田区食育推進計画評価検討会議

（案）について説明をお願いします。 

◇事務局 

議事の（２）墨田区食育推進計画評価検討会議（案）について、ご説明させていただ

きます。資料１０をご覧ください。 

今年度設置いたしました評価検討会議について、継続的な検討が必要なため、令和７年

度も引き続き設置したいと考えております。「定性的な評価」の素材を抽出する手法について

は、今年度の評価検討会議の委員からのご意見も踏まえ、改めて検討していきたいと考えて

おります。スケジュールにつきましては、２の表の通りになります。また、本件は、今年度からの継

続案件のため、今年度の委員の皆様に継続していただく方向でお願いしたいと考えておりま

す。事務局からは以上になります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。墨田区食育推進計画評価検討会議は、令和６年度から引き続

き、令和７年度の展開になっております。こちらにつきまして、ご意見のある方は挙手をお願いい

たします。 

米倉委員は「定性的な評価」のワークショップにオブザーバーとしてご出席されており、実際に

委員としても会議にご出席されておりますが、何かご意見・ご感想等ございましたら、来年度に

向けてお願いいたします。 

■米倉委員 

今年度、実際にワークショップを拝見させていただきました。ワークショップ自体、特に自治体が

取り組むといった時に、決まった方法、正解がない中でどうやって行うかを試行錯誤しながら考

え、着手し、実際にワークショップが開かれたという印象を受けています。先ほど資料７で概要は

説明いただきましたけれども、私自身、第三者として関わらせていただいて、とにかく丁寧だなと

思いました。住民の方の言葉から紡いでいくので、時間はかかります。ただ、こういうやり取りをし

ていく中で、皆さんの合致感が高い状態で、自分事として食育活動の整理に関わることができ

たのかなと思いました。すごいと思いました。 

私自身、以前、墨田区で開催された全国大会の担当をさせていただいたときに、まさに墨田区

でやられていた、住民中心のワークを思い出しました。１０年前に行われていた、当時の住民

主体の食育を作り出そうという手間暇かけたやり取りが行われているなと見て取れました。一方

で、実際には選ばれた数団体の方から丁寧に聞き取ったというとことなので、これを来年度、再

来年度という形で、もっと色々な特徴を持たれた団体さんに参加していただき、形式は変える中

でも、こういった取組を重ねていくべきかなと思います。こちらに参加いただいている先生方も、そ

ういった団体からお声がけがあってこの場に参画されていると思いますので、今回の結果を受け

て、ご自身たちも合致感があるかどうかご確認いただいて、違うよという所があれば、是非私たち

に伝えていただければ、皆様の意見を踏まえて評価をまとめていきたいと思っております。また、状
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況によっては、当日参加された方に、これ合致感ありますかと、すり合わせを取る機会を設けて

いくと、よりこの形を皆さんが理解して、皆さんが思う合意形成だったのか確認できるのかなと思

います。以上です。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。米倉委員からは、ワークショップの中で合致感のある内容を、ということ

でご指摘をいただいて、事務局も努力をして、そのプロセスをつくってこられたかと思います。ご意

見ありがとうございました。引き続き、本多委員にもこちらの会議の委員をお引き受けいただいて

おりましたので、令和７年度に向けて、よろしくお願いいたします。 

■本多委員 

米倉委員からもありましたように、事務局皆様、暗中模索というか、ものすごく丁寧に進めら

れているなと印象をもっています。また、正解がない中で動いているということと、評価することだけ

が目的ではないと理解しておりまして、数字だけでは測れないものを救いあげて、すみだらしい食

育の取組というのが、数字だけで見れないものの中にもしっかりしたものがあるということを把握し

ながら、新たにトライしたい人の一つの指標になるですとか、先ほどの芽室町の話にもありました

が、つながりが広がっていく、そういう所を町の中で住民と区と連携しながらやっていく、そのため

に、仕組みとか、これまで残ってきた構造というのを形にしようとしてそれを目的というのをしっかり

見てやっていきたいと思いますので、引き続き、手探りな部分はあると思いますが、微力ながらお

力になれたらと思っております。以上です。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。米倉委員、本多委員はワークショップを仕立てていくプロセスにもかか

わっていただきまして、最後に原副委員長、座長のお立場から令和７年度に向けてご意見、ご

感想等を含めて最後にお願いいたします。 

◆原副委員長 

今年度相当中身の濃いものができてきたのではないかと思います。この取組は区全体に関わ

る内容であることですし、食育という趣旨からすると、誰一人としてこれに関係していないという人

はいないわけなので、どうやってこれを、内容を持ちつつ、それを広めていくかという所が、さらに難

しい問題だと思いますので、そこに少しでもいい方法が見つかればいいかなと思っております。引

き続きよろしくお願いいたします。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。他の委員からは何かご意見はございますでしょうか。 

では、議事（２）令和７年度墨田区食育推進計画評価検討会議の設置、スケジュール

について、ご承認いただける方は挙手をお願いいたします。 

全員挙手ということでご承認をいただきました。 

最後に、事務局より議事の（３）令和７年度災害時食支援ネットワーク検討会について

説明をお願いします。 

◇事務局 

議事の（３）令和７年度災害時食支援ネットワーク検討会（案）について、ご説明させ

ていただきます。資料１１をご覧下さい。 

本検討会は、すみだ食育推進会議の専門部会として位置づけられております。皆様に次年
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度の体制及び内容についてご承認いただければと思います。委員は 1 年任期のため、今後各

団体に推薦依頼を行っていく予定です。内容としましては、１２月にシミュレーションを行い、ご

意見を頂戴しましたので、次年度の第１回ではその整理をさせていただき、皆様と検討をしてい

きたいと思っております。第２回では在宅避難者に関するアクションカ-ドのシミュレーションを行い

たいと考えています。事務局からは以上になります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。７年度の災害時食支援ネットワーク検討会についてですが、こちらに

つきましては、開催日程等の中の第２回に、在宅避難者の、要配慮者を把握するというところ

も新たに加わっての記載になっているかと思います。河上委員から補足、もしくはご意見ございま

したらお願いいたします。 

■河上委員 

在宅避難者というのは大変難しいところでございます。これが最後の課題だと思っております。

これをどういう形で進めていくか、まだ頭の中で整理できていないので、事務局と相談したうえでま

とめていきたいと思います。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。今いろいろな地域で災害が発生しておりまして、前田委員のご所属の

社会福祉協議会でも、輪島へ職員の方が派遣で行かれたと伺っております。食支援をするにし

ても、ボランティアさんたちの動きというのは多岐にわたって、生活全般に対して目配りをしなが

ら、ということだと思いますが、そういったことを通して、何かお感じになられていることがありました

ら、お願いいたします。 

■前田委員 

社会福祉協議会の職員がボランティアとしていったというよりは、輪島の災害ボランティアセンタ

ーの運営をやりに派遣いたしました。やることは、避難されている方のニーズとボランティアをしてく

れる人のマッチングです。マッチングがうまく行ったところに、ボランティアを送り出していくという形をと

っているので、直接食育というのに、どこまで繋がれるのかというのはあると思いますが、避難所で

炊き出しを行うのに、人が足りないということで要請があれば、ボランティアで出来るという人をそこ

に送り込むことができます。来年度、在宅の要配慮者を把握した場合に、要配慮者がいたとき

に、食だけではなく、こういうことも困っているとボランティアセンターに連絡をいただければ、ボラン

ティアで出来ることがあれば派遣させられるとか、そういった食育だけではなく、全体的な部分でつ

ながれるところはあるのかなと思います。ただ、実際、首都圏で発災した時にどこまで機能するか

は、訓練は行っておりますが、未知の状態かなと思います。なかなか大変だなとは思います。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。これから在宅避難ということもテーマに入ってきて、ますます、社会福祉

協議会の方が持っているノウハウや、地域の中のプラットフォームとしての位置づけ、そこで様々

な生活支援への機能、役割を持っていらっしゃいます。その中で食は部分ではありますが、実際

にはそこにつながって、一緒にご意見をいただきながらしくみをつくっていければと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

他に、ご意見はございますでしょうか。 

◆田口委員 

この食支援の要配慮者の食支援マニュアルについて、地域では、小学校、中学校単位で防

災拠点会議があるのですが、そこでこういったものが行き渡っていないような気がしますので、是
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非そちらの方で活用するように伝えていただけると地域もわかっていくと思いますので、是非そのよ

うな活用をお願いしたいと思います。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。委員の皆様からのご意見を踏まえまして、事務局からご発言があれば

お願いいたします。 

◇事務局 

田口委員からいただいた拠点会議の件につきましては、在宅避難者のアクションカードの検

証が完了しましたら、マニュアルとあわせて、防災課に協力を仰ぎたいと思っております。計画書

の改定もありますので、防災課と連携しながら動いていきたいと思っております。 

また、前田委員からのご意見につきましては、事前のお打ち合わせの際に、現在被災者とボ

ランティアを紙ではなく、アプリを活用したマッチングを試みているというお話や、実際に能登派遣

に行かれた職員の方のお話を伺いましたので、是非、今後の災害時食支援ネットワーク検討会

でもお招きできればと思います。以上になります。 

□秋田委員長 

今、アプリという話もありましたが、本多委員は、避難所の DX ということについて、何かご意

見があれば教えていただけますでしょうか。 

◆本多委員 

前回の会議でもお伝えさせていただいたのですが、アプリの開発もすごく大事だと思っておりま

すが、大前提として、非常用の電源ですとか、Wi-Fi ですとか、防災課さんの方でも動かれてい

ると思うのですが、そういった ICT の機材が使える環境というのを区全体として、用意して、その

中での食育の部分をしっかり活用できる準備というのはしておいた方がいいのかなと思います。能

登半島の現場でも少し耳にすることがあったので、すみだとしては準備できていると良いなと感じ

ています。 

□秋田委員長 

時代的には今、AI という新しい選択肢も出てきていますので、今後いろいろな意味で駆使し

ていくことになるかもしれません。本日ご意見をいただいたところは来年度の災害時食支援ネット

ワーク検討会に活かして、進めていただきたいと思います。 

では、議事（３）令和７年度災害時食支援ネットワーク検討会について、ご承認いただけ

る方は挙手をお願いいたします。 

全員挙手ということでご承認をいただきました。 

ここまで議事を進めさせていただきました。その間に、本日ご欠席となりました、高橋委員、佐

伯委員よりご意見をいただいております。まずは、本日ご出席いただいている委員の皆様からの

ご意見をお願いいたしましたが、お時間がございますので、事務局でお預かりしております、各委

員からのご意見につきまして、代読をお願いいたします。 

◇事務局 

髙橋委員より、農業・漁業体験について、ご意見を賜っております。 

農業・漁業体験について、中学生位になれば、楽しい・部分だけの体験にせず、植えれば必

ず収穫できるわけではないこと、価格に対する理解（天候の影響・手間など）農薬への理解

（無農薬と農薬ありの虫の多さの違い）など一歩進んだ生産者への理解も組み込んでもいい

のではないかと思いました。大量調理である病院の給食で使用する野菜全てに「無農薬」「地

場産」を求める方もいます。「作る」側への理解を深められる体験は必要だと思います。 

以上が高橋委員からのご意見になります。 
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続きまして、佐伯委員より、芽室町との取組についてご意見を賜っております。 

芽室町と商店街の取組として、現在「そらのねマルシェ」というイベントを次年度開催に向けて

企画しております。内容としては、芽室町の食材を使用した商品を墨田区内の公園等で販売

するイベントで、イベント終了後も一定期間それぞれのお店にて、その商品を取り扱うことで、地

域に芽室町とのつながりを知ってもらう機会としたいと考えています。 

以上が、本日ご欠席の委員２名よりいただいたご意見・ご感想となります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。それではここで改めまして、３つの議事、１つ目は、令和７年度食育

推進事業（予定）について、２つ目は、令和７年度墨田区食育推進計画評価検討会議

（案）について、３つ目は、令和７年度災害時食支援ネットワーク検討会（案）について、

ご承認をいただきました。事務局は、委員の皆様からいただいた貴重なご意見を、今後の事業

に活かしていただき、是非、実りのある取組につなげていただきたいと思います。委員の皆様に

は、貴重なご意見をいただきまして、ありがとうございました。今後区で推進していく事業につきま

しては、ご助言、ご協力をお願いすることになるかと存じますので、よろしくお願いいたします。 

議事については以上になります。 

最後に次第の４、その他ということで、委員の皆様から情報提供などがございましたらお願い

したいと思いますがいかがでしょうか。それでは、事務局から、参考資料でお配りいただいた、すみ

だのお知らせについてのご説明をいただいてもよろしいでしょうか。 

◇事務局 

事務局から、区報の７月１日号について情報提供をさせていただきます。本日の報告

（６）、（７）でお伝えさせていただきました、「定性的な評価」の独自モデルの作成につい

て、昨年度の会議の中で、広く区民の方に周知するということになっておりましたので、今年度の

７月１日号の一面にて、こういうことに取り組んでいきますということを掲載させていただきまし

た。第１回すみだ食育推進会議でも、一般の区民の方にもわかるようにしてもらいたいというご

意見をいただいておりましたので、伝えたいことが正しく、かつ、一般の方にもわかるように、少しか

み砕いて、「定性的な評価」について掲載をさせていただいております。是非、委員の皆様にも、

お時間がある時にご覧いただければと思います。少し前の区報にはなってしまいますが、これから

作成していく「定性的な評価」の基本になる考え方になりますので、是非ご覧いただければと思

います。以上になります。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。他に何かあればお願いいたします。 

◆平田委員 

地元の子供たちと、私のところのおからを使った、おからみそをつくるという活動を、コロナ前にや

っていたのですが、コロナで途絶えて、３年前からまたやりたいという声があったので始めて、去年

から京島南町会のこども会と一緒にやっています。今年も３月１６日にこども会と一緒に、おか

らみそづくりをする予定でいます、町会の役員さんもやりたいという話になって来て、人が増えてし

まって、先ほどの話ではないですが、仕組みを考えないと大変だなと考えているところです。３月

１６日に曳舟小学校の調理室で行う予定ですので、興味のある方は、日曜日ですが、足を

運んでください。以上です。 
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□秋田委員長 

ありがとうございました。原副委員長からは学生さんとの取組で何かあればお願いいたします。 

◆原副委員長 

千葉大学の立場として、千葉大学墨田サテライトキャンパスのすぐ近くにあずま百樹園という

のが２月９日にオープンして、３月８日にエリア全体のイベントを行うようになっております。ま

た、５月２８日あたりに、昨年も実施した、こども真ん中フェスティバルというのと同じような形で

イベントをしようとなっています。あずま百樹園の半分位は芝生広場で、半分位はクローバー畑

という名の、土になっているところもあります。千葉大がすぐ近くにあるので、ただ修景的に美し

い、目で見て楽しいというよりは、緑を活用して、公園の中にいろいろな活動が見えてくるような

状況を作れたらいいなということを想像しております。ただ、何でもかんでもできるといい、というわ

けではないと思いますので、こういう活動がしたいということがあれば、それを集約して、それが修

景的にも美しいし、それが場合によっては食べられるものになってもいいかなという気もしておりま

す。皆さんで、外の土地をうまく活用する何か取組になっていったらいいなと、大学の学生の取

組として考えようとしておりますので、また情報共有できればありがたいなと思っております。よろし

くお願いいたします。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。米倉委員は２月１５日の食育シンポジウムで墨田区に足を運んでく

ださったということですが、いかがでしたでしょうか。 

◆米倉委員 

大変盛況で、特に墨田区の食育の情報についても展示されていたので、多くの参加者が墨

田区のブースにもいらっしゃっていました。実際のシンポジウム自体は、食育アレルギーのところに

ついて、基調講演があったのと、特に就学前の保育園、幼稚園、こども園の食育の取組を、実

際に大臣賞などを受賞された方たちからお話しいただくというところでした。とても勉強にもなりまし

たし、学びもあったかなと思います。 

また、先ほど平田委員がおっしゃられていた、子どもだけではなくて、保護者の方、若い世代の

方という話ですが、まさに私も同様のことを感じています。私が第３次食育推進基本計画を担

当していた時に、１年に１回食育の意識調査を内閣府や農林水産省が行っており、 

３，０００人から調査を取っていたのですが、その中に、「食育に興味を持った理由は何です

か」という問いがあり、「結婚した時」、「妊娠した時」という回答が高い割合で挙がってきていまし

た。こどもの時に学んだことでも、自分たちが病気になっていなかったりすると、それがピンとこない

気がします。子ども自身が健康なので、生活習慣病のことを教えられても、そのまま知識として

入るだけです。今も保育園に関わっていると、こどもが育つ過程で、若い世代の保護者の方が、

再教育されているなとすごくわかるので、こどもに対してだけ、学校で食育イベントをやりますという

ことではなく、それが子どもから保護者に伝わる、保護者も一緒に体験できるという仕掛けが必

要かなと感じます。若い方も学びたいとは思っているけれど、そのチャンスに恵まれていないことも

あるので、そういった工夫することによって、効果的な食育の推進ができればいいなと、平田委員

のお話を伺って思いました。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。それでは、本所歯科医師会の大西委員、向島歯科医師会の大久
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保委員から、来年度に向けて、歯の口の健康フェスティバル等、ご予定されていらっしゃるという

ことで、 何かありましたらお願いいたします。 

◆大西委員 

６月に墨田区役所のリバーサイドホールで、本所歯科医師会でイベントを行う予定です。コ

ロナが終了し、少しずつ来場者も増えておりますので、私も歯の方から教育することで、すみだの

食育を支えられればと思っておりますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

◆大久保委員 

６月に今まで高齢者支援総合センター４か所で行っていたものを、曳舟文化センター１か

所で、行うことを考えております。そこでは摂食嚥下などの簡単に言うと、食べる機能について教

えていければと思っております。 

□秋田委員長 

ありがとうございました。 

では最後に、委員長の立場からではなく、すみだ食育goodネットからとしてですが、毎年「食

育の芽」という情報紙を発行しておりまして、団体の長が、前佐伯理事長から大久保代表理

事に代わったというのが一面ですが、この内側、見開きに、先ほど米倉委員がおっしゃられていた

ような、子育て期の段階で、食べる機能、窒息事故を防ぐという、どうしても高齢者中心の動き

が大きい中で、子どもの時からそのことを意識していってはどうかと今年度６月の食育イベントで

実施いたしました講演会が記事になっております。一番後ろに、芽室町との取組も記載しており

ますので、是非お時間がございましたら、お目通しをいただけたらと存じます。 

他に何かご意見はございますでしょうか。それでは、進行を事務局にお返ししたいと思います。

ありがとうございました。 

◇事務局 

秋田委員長、原副委員長、委員の皆様ありがとうございました。今年度の会議につきまして

は、こちらにて終了となります。次回の推進会議は、５月を予定しております。日程を調整させ

ていただいた上で、担当よりご連絡をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

また、本日お伺いしきれなかったご意見につきましては、資料１２の「ご意見・ご質問シート」

にご記入いただき、２月２８日（金）までに事務局へご返送いただきますようお願いいたしま

す。それでは、これで令和６年度第２回すみだ食育推進会議を閉会させていただきます。皆さ

ん、本日は長時間にわたり誠にありがとうございました。 


